
の地⽅⾃治体⽀援１
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このような状況の中、島根県では⼩規模橋梁に対して職員による直営橋梁点
検を実施しており、JBECはその⽀援を⾏っています。

◆ 県⼟整備事務所ごとに⾏う直営点検実地研修に講師として参加
◆ １班6〜10名程度の少⼈数指導 ⇒ 何でも聞ける実践体験型
◆ 研修=実践(⾝につく) ⇒ 点検できないと思っていたが、できる⾃信がつく

市区町村は全国の7割の橋梁を管理していますが、その8割が15m以下の短
い橋であり、コンクリート橋、床版橋が多いのが特徴です。

その他
約16,000橋(4%)

鋼橋
約30,000橋(7%)

コンクリート橋
約370,000橋(88%)

混合橋
約1,800橋(0%)

市区町村
約42万橋

(不明を除く)

溝橋
約39,000橋(9%)

床版橋
約280,000橋(67%)

桁橋
約55,000橋(13%)

市区町村
約42万橋
(不明除く)

ラーメン橋
約20,000橋(5%)

I桁橋
約18,000橋(4%)

高速道路会社
約24,000橋(3%) 国

約39,000橋(5%)

都道府県・政令市等
約188,000橋(26%)

市区町村
約477,000橋(66%)

合計
約73万橋

出典︓R4道路メンテナンス年報
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島根県との協⼒体制（H28~）

の地⽅⾃治体⽀援２
(⼀財)橋梁調査会は道路橋の5年に１回の定期点検が義務化され、多くの
橋梁を管理する地⽅⾃治体に対してさまざまな協⼒を実施しています。

点検・診断
健全度判定
対策⽅針
⼯法選定

３者協定

島根県 建設技術
センター

島根県
県⼟整備事務所

市町村
依頼

派遣・アドバイス

京都府への⽀援状況（H28）

府下⾃治体
職員に対する
現場研修

地⽅⾃治体の橋梁の
メンテナンスにおける課題

 点検・診断結果の妥当性
 橋梁⻑寿命化修繕計画の策定⽅法
 点検→診断→措置→記録の連続性
 限られた予算での点検
 道路管理者としての管理責任と技術⼒
 補修設計・補修補強⼯事の妥当性

地⽅⾃治体⽀援実績
○地⽅整備局主催の橋梁に関する研修補助
○県等が主催する橋梁に関する研修会への
講師派遣
○⾃治体が実施した点検診断結果の確認
（セカンドオピニオン）
○⾃治体が計画する橋梁補修補強計画へ
の助⾔

地⽅⾃治体からの要請により、集中豪⾬等によって被災した橋梁の現地調査
に同⾏し、原因究明や復旧に向けた専⾨的助⾔を⾏っています。
○令和3年8⽉の台⾵9号による被災橋梁の復旧⽀援(島根県浜⽥市)

橋脚の
沈下

○令和5年8⽉の台⾵7号による被災橋梁の復旧⽀援(岡⼭県鏡野町)

橋脚の
倒壊

沈下
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